
高知県社協の組織力・専門力の強化を通じた地域福祉活動の支援力強化

・体系的な研修を通じた職員育成と局内連携の推進
・情報発信を通じた県民の地域福祉活動への理解促進

取組の柱７　高知県社協の組織基盤の強化

解決すべき課題

高知県社協の役割
誰もが安心して暮らし続けることができる地域を目指す

高知県社協の取組

・地域の実情に応じた仕組みづくりを支援するための職員研修の実施による専門力の向上
・部署間の情報共有の検討と県民や関係機関に対する情報発信
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2020 年 3月

社会福祉法人高知県社会福祉協議会

みんなぁで つながる ひろげる
地域のチカラ

高知県地域福祉活動支援計画
2020年～2023年

●課題に応じた
　対応力
●コーディネート力の
　向上

●課題意識の共有
●情報発信戦略

●部署間の情報共有
●横断的な課題対応

地域の実情に応じた仕組みづくり

情報発信

概要版
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高知県社協と関係機関との
一層の連携・協働

市町村と市町村社協への
効果的な支援

誰もが安心して暮らせるための
持続可能な地域づくり

地域の仕組みづくりの推進モデル

計画の目標

計画の目的

　高知県が策定する「高知県地域福祉支援計画」と一体的になり、市町村社協が策定する「市町村社協地域福
祉活動計画」の推進を関係機関と連携して取り組むことにより高知県全域で地域共生社会の実現が図れるよう
に支援することを目的に、高知県社協の支援の方向性を定めた計画です。

誰もが安心して暮らし続けることができる地域を目指すために、
高知県社協は、市町村社協や関係機関・団体との多様なつながりを活かし、
地域住民が主体となって持続可能な地域づくりに取り組めるよう、
「地域の実情に応じた仕組みづくり」を進めます。

今の地域社会では・・・
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＜地域生活課題の複雑化・複合化＞

孤立
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地域生活課題を解決するために・・・

高知県地域福祉活動支援計画とは

　本計画の目標となる「地域の実情に応じた仕組みづくり」を進めるため、下記のような地域モデルを想
定しました。今後の仕組みづくりを進めるうえでは次の３つのポイントが重要となります。

●見守り活動
　（安否確認、見守りネットワーク、支え合いマップづくり等）
●居場所づくり
　（百歳体操、いきいきサロン、こども食堂、地域食堂等）
●生活支援活動
　（配食、ゴミ出し等の生活支援）、その他自主防災活動など

あったか
ふれあいセンター

集落活動
センター

生活支援
コーディネーター

各団体
地区組織

行政地域
担当

地域住民
参加・支援

連携・協働

連携 連携

社会福祉
法人

地域住民、民生委員、福祉委員、ボランティア等による地域支え合い活動

連携・協働
CSW

高知県 民児協

士業 裁判所

経営協

教育機関

連携

福祉保健所

広域組織

高知県地域福祉
活動支援計画

高知県地域福祉
支援計画

＜地域の仕組みづくりの推進モデル＞

社協地域
担当

取組の柱２
地域活動の支援

取組の柱３
総合相談体制づくり

取組の柱１
福祉教育の推進

小地域単位で地域の資源
を活かし、誰もが役割を
持ちながら課題解決を進
める地域づくり

あらゆる地域課題や生活
課題を地域で丸ごと受け
止め対応するための行政・
関係機関との連携強化

多様な福祉教育の機会を
通じて、地域の課題に気づ
き、我が事として捉える人
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取組の柱４
権利擁護の推進

行政や専門職、地域
住民が連携して進める
権利擁護の体制づくり

取組の柱５
福祉人材の確保・育成

福祉職場で活躍する
人材の確保と質の向上

取組の柱６
災害時の対応強化
大規模災害に備えた
防災・復旧・復興支援の
体制づくり

取組の柱７
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●市町村圏域で多機関の協働による包括的な支援体制づくりを進める
●住民に身近な圏域を重視し、重層的な圏域づくりを進める
●住民に身近な圏域で住民主体による地域生活課題の解決と地域づくりを一体的に進める

ポイント

1 地域の仕組みづくりのポイント2

CSW CSW

高知県
社協の
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市町村圏域での取組について3

多様な福祉教育の機会を通じて、
地域の課題に気付き、我が事として捉える人づくり

取組の柱１　福祉教育の推進

・福祉教育やボランティア体験を通じた次世代担い手づくり
・住民の相互の学びを通じた住民参加の機運づくり

解決すべき課題

小地域単位で地域の資源を活かし、
誰もが役割を持ちながら課題解決を進める地域づくり

取組の柱２　地域活動の支援

・小地域単位で住民を中心とした地域活動の基盤づくり
・市町村社協の活動や組織体制の強化
・NPOや地域活動団体等の活性化

解決すべき課題

あらゆる地域課題や生活課題を地域で丸ごと受け止め
対応するための行政・関係機関との連携強化

取組の柱３　総合相談体制づくり

・住民の身近な圏域で地域生活課題を発見し、解決するための仕組みづくり
・市町村圏域における地域生活課題の解決に向けた支援体制づくり

解決すべき課題

行政や専門職、地域住民が連携して進める
権利擁護の体制づくり

取組の柱４　権利擁護の推進

・権利侵害や虐待を防止するための地域での体制づくり
・成年後見制度の利用促進に向けた中核機関の設置と地域連携ネットワークの構築

解決すべき課題

住民を中心とする地域連携の目指す姿
地域づくりへの参画
地域課題への気づき
つながりづくり　など

社会福祉法人

市町村

NPO

民児協

ボランティア

専門職

市町村社協 包括的支援体制の構築

高知県社協の取組

・夏のボランティア体験キャンペーンの拡充
・新たな福祉教育のプログラムづくり
・住民参加を進める人材育成

取組の柱１

・地域活動の事例収集と広報
・市町村社協に対する研修の実施
・コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の養成
・市町村社協に対する個別支援による体制・仕組みづくり

取組の柱２

・相談支援機関等に対する研修の実施
・コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の養成
・市町村社協に対する個別支援による体制・仕組みづくり
・地域の実情に応じた包括的な支援体制づくりの支援

取組の柱３

・権利擁護に関する中期的な研修計画の策定と研修の実施
・中核機関の設置に向けた連携・協議の場づくりの支援取組の柱４

取
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包括的な支援体制づくり
地域連携ネットワーク
づくり　など

公益的取組
居場所づくり

生活・福祉支援など

生活・福祉支援
居場所づくり
地域づくり　など

見守り活動
相談支援活動　など

助け合い活動
子ども食堂

介護予防活動　など

相談支援活動
専門的支援　など

CSWの配置
相談支援体制づくり
住民参加促進　など
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福祉職場で活躍する人材の確保と質向上

取組の柱５　福祉人材の確保・育成

・福祉職場における人材の採用力強化
・福祉の仕事の魅力発信を通じたイメージアップ
・福祉職場における人材育成と定着支援

解決すべき課題

南海トラフ地震等の大規模災害に備えた
防災・復旧・復興支援の体制づくり

取組の柱６　災害時の対応強化

・災害ボランティアセンターの迅速な設置・運営に向けた支援
・災害福祉支援活動の強化

解決すべき課題

福祉職場で活躍する人材の確保と質の向上 大規模災害に備えた防災・復旧・復興支援の体制づくり

高知県社協の取組 高知県社協の取組

県域での取組について4

・介護助手制度や福祉機器・ICT等の導入に向けた支援
・様々な手段を活用した福祉の仕事の魅力発信
・福祉人材育成の研修体系の構築及び提供

・後方支援拠点の整備、市町村社協間の連携体制づくり
・災害ボランティアセンターと災害派遣福祉チーム（DWAT）等との連携構築
・災害支援におけるネットワークの構築及びDWATの人材育成

被災地の
多様なニーズを

集約

被災者に
必要な支援を
つなぐ

生活福祉資金
災害時緊急
小口資金等の
特例貸付

連 携連 携
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